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サンフロンティア不動産株式会社 

2025 年 3月期 決算説明会 主な質疑応答（要旨） 

 

日時：2025 年 5月 13 日（火）13：00～14：00 

回答者：代表取締役社長 齋藤 清一  

 

【質問１】 

2025 年 3月期の仕入れ目標 550 億円に対し、実績は 508 億円となりました。500 億円水準は維持されていま

すが、2025 年 4 月から始まる中期経営計画の目標達成に対して進捗が遅れていると捉えるべきでしょうか。

また、2026 年 3月期の仕入れ計画に、大阪エリアでの仕入れをどの程度織り込んでいますでしょうか。 

【回答１】 

仕入れ実績 508 億円は、当社の計画していた 550 億円を下回ってはいますが、ほぼ計画通りと認識しておりま

す。仕入れにおいては単なる金額目標の達成ではなく、付加価値の高い案件の取得を重視しています。今後は、

550 億円、600 億円、650 億円と段階的に引き上げていくことで、中期経営計画の目標達成は十分可能である

と考えております。 

大阪での仕入れについては、まだ開始したばかりですので、まずは１から２棟程度を想定しており、今期の計

画には特定の金額を織り込んでいるわけではありませんが、戦略的に取り組んでまいります。 

 

【質問２】 

大阪での市場における懸念点や競合状況と、その中での取り組みについて教えてください。加えて、当面、大

阪ではリプランニングだけで、東京のように仲介や管理まで一気通貫では取り組まないとの理解で良いでし

ょうか。 

【回答２】 

東京の都心部で展開してきた事業モデルを、大阪の中心部である中央区や北区においても展開してまいります。

大阪では、採用力強化を目的としたオフィス投資のニーズが高まっており、東京でセットアップオフィス（内

装付きオフィス）を手掛ける一部のプレイヤーが進出し始めるなど、同様の市場が徐々に立ち上がりつつあり

ます。 

一方で、大阪の市場規模は東京の約 5分の 1とされ、流動性も相対的に低いため、長期間利用される中で基準

を超える増築が行われた物件も見られます。こうした物件に対して、東京で培った目利き力やリプランニング

のノウハウを活かすことで、流動性の高い資産へと再生し、他社との差別化を図ってまいります。 

また、当面、現地の協力パートナーと連携して管理・仲介を行って事業を推進してまいります。 
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【質問３】 

既存のお客様である投資家には大阪の物件への投資ニーズはあるのでしょうか。また、大阪のリプランニング

物件へのスタートアップ企業の入居見通しや、リニューアルによる賃料ギャップについても教えてください。 

【回答３】 

東京エリアのみならず、関西エリアへの投資を希望されるお客様も多く、最近では、不動産小口化商品を購入

された関西在住の投資家の方々から、「地元での不動産投資も行いたい」との声を多数いただいております。 

また、大阪においても、採用活動におけるオフィス環境の重要性を重視する企業が増加しており、一般的なオ

フィスよりも高い家賃でセットアップオフィスが供給され、賃料ギャップが生まれるケースが出始めています。

スタートアップ企業や、シェアオフィスからのステップアップを検討する成長企業など、オフィス環境を重視

する企業が主なターゲットになると見込まれます。 

 

【質問４】 

ROE がすでに 14％を超えている中で、さらなる向上を目指す可能性はありますか。また、ROE14％程度を安

定的に維持できれば、中期経営計画における売上高 1,350 億円、経常利益 270 億円の目標を上方修正すること

は可能でしょうか。 

【回答４】 

中期経営計画では、ROE14％を「下限目標」としており、これを安定的に上回る水準を目指してまいります。

現時点ですでに 14％を超えている状況を踏まえ、さらなる向上の可能性も視野に入れています。売上高 1,350

億円、経常利益 270 億円といった目標数値についても、上回ることができるよう努めてまいります。 

当社グループでは、単なる規模拡大ではなく、いかに高い付加価値を生み出すか、すなわち利益率の高さを重

視しております。たとえば、施設運営型の事業では先行投資により売上は拡大する一方で、開業費用などによ

る利益率低下のリスクも伴います。そのため、「量」と「質」のバランスを重視し、成長率と利益率の両立を図

ってまいります。こうした方針のもと、ROE14％以上の水準を維持・向上させつつ、売上・利益目標の達成お

よびさらなる上積みを目指してまいります。 
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【質問５】 

賃貸マンション開発事業において、どのようなタイプの賃貸マンションを開発していくかについて教えてくだ

さい。 

【回答５】 

これまで東京都心においてオフィス事業を展開してきた中で、近年ではオフィス用途よりも賃貸マンション開

発に適した土地情報の取得機会が増加しております。今後は、潜在的なニーズの高い全室防音仕様のマンショ

ンや、供給が限られている都心部のファミリー向けマンションなど、差別化された住宅の開発に取り組んでま

いります。 

 

【質問６】 

ホテル以外のM&Aを行う可能性について教えてください。 

【回答６】 

当社グループと共に事業成長を目指すことのできる、企画力を有する建築会社やレジデンシャル物件の管理会

社などを、ホテル以外のM&A対象として検討してまいります。 

 

以上 

 


